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造を持っている. この単語に相当する構造をチャンクと呼ぶ.  
 
このジュウシマツの歌は学習臨界期内に親鳥の歌から正例学習されると考えられている. 一方, 
k 可逆言語は Angluin により提唱された多項式時間内で正例学習可能な言語クラスである. 本論
文では k 可言語の学習アルゴリズムに基づく, ジュウシマツの歌文法解析手法を提案する. 我々
はこれまでにも k 可逆言語の学習アルゴリズムを用いてジュウシマツの歌を解析することを試み
てきた. しかし複雑な歌に対しては適切な文法を抽出できない, 繰り返し構造を表現できないな








が単調減少するタイプと, 二段階の発達過程を持つタイプの二種類が存在することが分かった.  
 
 
